
           

 

関係法令 

 

■国民健康保険法（昭和３３年法律第１９２号）【抄】 
（審査請求） 
第九十一条 保険給付に関する処分（被保険者証の交付の請求又は返還に関する処分を含む。）又は保険料その他
この法律の規定による徴収金に関する処分に不服がある者は、国民健康保険審査会に審査請求をすることがで
きる。 

２ 略 
（審査会の設置） 
第九十二条 国民健康保険審査会（以下「審査会」という。）は、各都道府県に置く。 
（組織） 
第九十三条 審査会は、被保険者を代表する委員、保険者を代表する委員及び公益を代表する委員各三人をもつ
て組織する。 

２ 略 
（委員の任期） 
第九十四条 委員の任期は、三年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
２ 委員は、再任されることができる。 
（会長） 
第九十五条 審査会に、公益を代表する委員のうちから委員が選挙する会長一人を置く。 
２ 会長に事故があるときは、前項の規定に準じて選挙された者が、その職務を代行する。 
（定足数） 
第九十六条 審査会は、被保険者を代表する委員、保険者を代表する委員及び公益を代表する委員各一人以上を
含む過半数の委員の出席がなければ、議事を開き、議決をすることができない。 

（表決） 
第九十七条 審査会の議事は、出席した委員の過半数をもつて決し、可否同数のときは、会長の決するところによ    
る。 
（審査請求の期間及び方式） 
第九十九条 審査請求は、処分があつたことを知つた日の翌日から起算して三月以内に、文書又は口頭でしなけ
ればならない。ただし、正当な理由により、この期間内に審査請求をすることができなかつたことを疎明したと
きは、この限りでない。 

 
■行政不服審査法【抄】 

（審査請求書の提出） 

第十九条 審査請求は、他の法律（条例に基づく処分については、条例）に口頭ですることができる旨の定めがあ

る場合を除き、政令で定めるところにより、審査請求書を提出してしなければならない。 

２ 処分についての審査請求書には、次に掲げる事項を記載しなければならない。 

一 審査請求人の氏名又は名称及び住所又は居所 

二 審査請求に係る処分の内容 

三 審査請求に係る処分（当該処分について再調査の請求についての決定を経たときは、当該決定）があったこと

を知った年月日 

四 審査請求の趣旨及び理由 

五 処分庁の教示の有無及びその内容 

六 審査請求の年月日 

（審査請求書の補正） 

第二十三条 審査請求書が第十九条の規定に違反する場合には、審査庁は、相当の期間を定め、その期間内に不備

を補正すべきことを命じなければならない。 

（審理手続を経ないでする却下裁決） 

第二十四条 前条の場合において、審査請求人が同条の期間内に不備を補正しないときは、審査庁は、次節に規定

する審理手続を経ないで、第四十五条第一項又は第四十九条第一項の規定に基づき、裁決で、当該審査請求を却

下することができる。 

２ 審査請求が不適法であって補正することができないことが明らかなときも、前項と同様とする。 

（処分についての審査請求の却下又は棄却） 

第四十五条 処分についての審査請求が法定の期間経過後にされたものである場合その他不適法である場合には、

審査庁は、裁決で、当該審査請求を却下する。 

２ 処分についての審査請求が理由がない場合には、審査庁は、裁決で、当該審査請求を棄却する。 

参考資料２ 


